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	ポイント

	
	・測定は受け入れ中、及びミキシング中は行わない。
・検尺テープは白油、黒油等の用途別に専用化する。
・測定箇所は、ゲージプレートの有無を確認し行うこと。
・ガスシールしているタンクの検尺は２名以上で行う。
・検尺テープのボンディングケーブルは、断線のないものを使用する。被覆付きのものは使用前に導電性を確認する。
・検尺前に検尺テープのボンディングを実施する。
（7）ウォーターリボンの変色は油の粘度により若干の時間差がある為、着底したら下記時間静置する。
揮発油      １５秒
軽  油      ３０秒
原油、重油  ６０秒
（9）ウォーターリボンが水分によって変色する。尚、原油、重油の場合は洗油を使用する。


	
	






















































































ゲージプレートの有無により水尺値に差が出るので注意する。





ゲージプレート





ボンディングケーブル





ゲージハッチ





検尺スケール








ゲージハッチ開放前準備(基―16、17）を実施する





終 了





水 尺 を 読 む
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ゲージハッチを閉める





テープの付着油をふきながら巻上げる








器具のボンディングを 取り外す


ながら巻上げる
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分銅の着底を確認する





タンク底までテープを静かに降ろす


静かに降ろす











トップ尺　約３００mm程度手前で一旦止める





テープをパイプにそわせながら静かに降ろす





テープにウォーターリボンを塗布する


 をつける





ゲージハッチを開ける





開 始


往復動ポンプのストップ


（モーター駆動）�
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